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    排熱エネルギーを電気として回収します。 

塑性成型法で作製した酸化物熱電材料のナノ構造制御と熱電特性向上 

技術分野分類  5904：構造・機能材料                       

技術キーワード  (03)エネルギー材料                     

産 業 分 類  16:化学工業、22:鉄鋼業、31:輸送用機械器具製造業機器、33:電気業 
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概  要 

 

カルシウム・コバルト酸化物熱電材料 Ca3Co4O9 を対象とし、塑性成型法

により、大きな結晶粒の間にナノサイズの結晶粒を析出させることで、フォノ

ン散乱効果による熱伝導率の低減、粒子同士の接触面積を増大させ機械強度と

電気導電性に優れた熱電材料を作製する。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

塑性成型法では一般的な焼き物と同様に、粘土状の前駆体を目的の形状に成  

型しこれを焼成することで製品が得られる。さらに下図のように大小サイズの

異なる結晶粒を有する複合構造が形成されるため、フォノン散乱効果による熱

伝導率の低減だけでなく機械強度と電気特性に優れた熱電材料が得られる。 

本技術の 

有用性 

本方法によって作製した熱電材料では、導電率の低減と熱伝導率の向上が望

めることから、車や工場で使用されるエネルギーの多くが排熱として廃棄され

ているが、この熱電材料で電気エネルギーに変換できれば、エネルギ-回収が

可能で、エネルギー効率が飛躍的に向上し、環境にも優しい社会を構築できる。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

    

適用可能製品 
溶鉱炉、燃焼炉などからの排熱エネルギー回収装置 

自動車など内燃機関からの排熱エネルギー回収装置 
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